
　
教
育
に
お
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
自

ら
の
知
恵
と
行
動
力
で
様
々
な

困
難
に
立
ち
向
か
い
、
未
来
を

切
り
開
く
力
と
強
い
使
命
感
を

育
み
「
町
づ
く
り
は
人
づ
く

り
」
の
理
念
の
体
言
化
と
教
育

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

①
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
へ
の

取
り
組
み

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

生
涯
を
通
し
て
主
体
的
に
学
ぶ

環
境
を
充
実
し
、
自
ら
を
高

め
、
豊
か
な
人
生
を
送
れ
る
よ

う
、
学
校
教
育
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
ま
す
。

②
学
校
教
育
向
上
へ
の
取
り
組

み　
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力
の

向
上
や
豊
か
な
心
の
育
成
を
始

め
、
国
際
化
・
情
報
化
な
ど
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
内
容

の
充
実
を
図
り
、
特
色
あ
る
教

育
・
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
対
策
と
学
校
教

育
推
進
の
た
め
、
小
・
中
学
校

の
給
食
費
を
全
額
助
成
し
ま

す
。
ま
た
、
上
ノ
国
高
校
存
続

の
た
め
、
引
き
続
き
各
種
支
援

策
を
講
じ
ま
す
。

④
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
へ

の
取
り
組
み

　
ま
ち
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
、
地
域
の
特
色

あ
る
体
験
活
動
や
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
ス
ポ
ー
ツ
見
学
・
研
修
な
ど

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
り
、

心
豊
か
な
総
合
的
な
バ
ラ
ン
ス

感
覚
に
富
ん
だ
人
材
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
、

上
ノ
国
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
ま
す
の
で
、
７
月
１

日
に
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に

よ
る
上
ノ
国
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
落
成
記
念
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
Ｖ

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ

レ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ツ
と
上
尾
メ

デ
ィ
ッ
ク
ス
に
よ
る
落
成
記
念

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
招
待
試
合
を
行

い
ま
す
。

　
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
の
各
種
大
会
誘
致
と
、
す
べ

て
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力

や
年
齢
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
行
え
る
拠
点
で
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
文
化
活
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
民
主
体
の
芸
術
・
文
化

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

⑤
地
域
文
化
の
保
存
・
伝
承
・

活
用
の
取
り
組
み

　
本
町
は
、
北
海
道
で
も
類
を

み
な
い
歴
史
・
文
化
遺
産
を
有

し
て
い
ま
す
。
そ
の
文
化
財
施

設
な
ど
の
整
備
・
保
存
管
理
は

も
と
よ
り
、
貴
重
な
歴
史
遺
産

と
し
て
ま
た
、
観
光
資
源
と
し

て
活
用
さ
れ
る
重
要
文
化
財
や

歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用

と
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に
よ

り
整
備
し
、
普
及
啓
発
を
行
い

ま
す
。

①
住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

　
住
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
を

築
い
た
上
で
、
住
民
・
男
女
共

同
参
画
に
よ
り
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
、
地
域
社
会

に
お
け
る
課
題
解
決
や
住
民
生

活
に
密
着
し
た
効
果
的
な
事
業

を
展
開
し
、
住
民
の
満
足
度
を

高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
広
報
・
広
聴
活

動
を
充
実
さ
せ
、
情
報
公
開
を

推
進
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
へ
支
援
し
ま
す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

へ
の
取
り
組
み

　
町
内
会
が
取
り
組
む
美
化
活

動
や
住
民
意
識
の
高
揚
に
資
す

る
、
町
内
会
活
性
化
事
業
の
実

施
に
交
付
金
を
交
付
し
、
町
内

会
活
動
を
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

③
広
域
行
政
の
推
進

　
住
民
の
生
活
圏
の
広
域
化
に

対
応
す
る
た
め
、
そ
の
役
割
を

十
分
に
踏
ま
え
た
中
で
、
周
辺

自
治
体
と
連
携
協
力
し
、
人
と

経
済
・
文
化
の
交
流
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

④
効
率
・
効
果
的
な
行
財
政
運

営　
財
政
の
健
全
化
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
向
上
、
職
員
の
資

質
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
に
信
頼
さ
れ
る
自
立
可

能
・
持
続
可
能
な
行
財
政
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
30
年
度
以
降
、

５
期
目
の
町
政
執
行
に
臨
む
私

の
基
本
的
方
針
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
本
の
人
口
が
減
少
に
転
じ

て
か
ら
１0
年
以
上
が
経
過
し
て

お
り
ま
す
が
、
上
ノ
国
町
の
少

子
高
齢
化
と
過
疎
化
は
危
機
的

な
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
現
実
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
子
や

孫
に
夢
あ
る
未
来
を
創
り
上
げ

る
た
め
に
立
ち
上
が
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

全
町
民
の
英
知
を
結
集
し
た
未

来
づ
く
り
、
町
づ
く
り
に
向

か
っ
て
ま
い
進
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
町
民
全
て
の
皆

様
、
上
ノ
国
町
議
会
議
員
皆
様

に
温
か
い
ご
協
力
と
力
強
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

自
ら
学
び
地
域
と
共
に

人
を
育
む
教
育
文
化
の
ま
ち

④

語
ら
い
と
ふ
れ
あ
い
が
実
感

で
き
る
参
画
協
働
の
ま
ち

⑤

む
す
び
に
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